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エコにこニュース
「エコにこセンター」は多摩ニュータウン環境組合リサイクルセンターのニックネームです

エコにこセンター活動サポーター手芸グループ

「エコサポ」 メンバー募集
家に眠っている布や手芸材料を使ってバッグや小物などをつくるボランティア活動です。

作品は販売しますが、売上に応じた手当や交通費の支給などはいっさいありません。売上
は材料費やエコにこセンターの花壇の花苗などの購入費として活用します。

活 動 日 時 毎週水曜日 10時～12時
募 集 人 数 ３人程度
申込み締切 ２月22日㈰

メンバーとして活動希望の方は必ず事前に電話、または来館してお申込みください。
申込みなしで直接活動に参加することはご遠慮ください。

❢ 臨時休館のお知らせ
施設点検のため2026年1月2４日(土)は休館となります。ご不便をおかけしますが、ご協力お願いいたします。

年初め恒例企画

くるくるカレンダー
１２月号でもお知らせしたように、使わないカレンダーや手帳を集めて、必要とする人に

使ってもらうエコにこセンター独自の取組が「くるくるカレンダー」です。今年は下記のよ
うに実施します。

2026年 1 月 13 日(火)配布開始予定
〇変更になる場合はホームぺージや館内掲示等でお知らせします。
○終了は2月末日を予定していますが、カレンダー等の数量によっては早くなる場合や延長

する場合もあります。

✰持ち帰りにあたってのお願い

〇必要な部数をまとめて持ち帰ることができます。
○「カレンダーありますか」「手帳ありますか」の電話での問合せには応じますが、サイ

ズやデザインなど詳細をお答えすることや取り置きはできません。
○選んだカレンダーはその場でお持ち帰りください。センターで預かることはできません。

✰不用なカレンダーの持込みなど

〇近隣の方からの持込みを受付けていますので、使わない2026年のカレンダーや手帳を
寄付していただける方は、開館時間内に事務室までお持ちください。

〇郵送や宅配便の場合の送料は送り主の負担になります。着払いでは受取ることはでき
ませんのであらかじめご了承の上お送りください。

〇カレンダー等の寄付の締切は1月末日です。

くるくるカレンダー
詳しくはこちら



2026年１月・2月・3月の主な講座・イベント
<<要事前申込み>> 2ヶ月前の最初の開館日から申込受付開始

★エコにこ3R講座
おとな対象 中学生以下は参加できません。

・さき織り体験教室 1月 8. 15. 22日 ２月 5. 12. 19日
3月 5. 12. 19日 すべて(木)

・おとなのための工作教室 1月28日 2月25日 すべて(水)

・Tシャツぞうり教室  1月14日(水) 2月11日(水) 3月10日(火)

★エコにこマーケット （通称：エコマ）
出店申込みは2ヶ月前の最初の開館日～開催月の最初の開館日まで（キャンセル待ち含む）
                             1月17. 18日 2月21. 22日 3月28. 29日 すべて(土)(日) 

<<事前申込み不要>> 各受付時間内に直接お越しください。(時間は受付時間)

★こうさくの時間“陶芸” 1月25日(日) 2月 8日(日) 3月20日(金) 10時30分～12時

★こでん診療処 1月21日 2月4.18日 3月 4. 18日 すべて(水) 13時～14時30分

★電子工作サロン 1月10日 2月 7日 3月7日 すべて(土) 13時～15時

★おもちゃ病院 1月11日(日) 3月14日(土) 13時～14時30分

<<こども服リユースプロジェクト>>

★着なくなったこども服あつめます！ すべて(土)(日) 10時～17時
1月17.18日 2月 7. 8. 21. 22日  3月14.15. 28. 29日

★おさがり広場 2月15日(日) 10時～16時30分

清掃工場だより

編集発行 多摩ニュータウン環境組合リサイクルセンター

ニックネーム エコにこセンター (10時～17時 月曜・年末年始休館)

エコにこセンターは、八王子市・町田市・多摩市で構成する多摩ニュータウン環境組合の施設です。
センターの運営業務は特定非営利活動法人東京・多摩リサイクル市民連邦が受託しています。

 042-374-6210 042-374-6214 206-0035 多摩市唐木田2-1-1

recycle@tama-seisokojo.or.jp ＨＰ https://www.tama-seisokojo.or.jp

X「タマちゃん@エコにこセンター」 https://ｘ.com/econico1

講座の詳細はコチラ

エコにこセンター
ホームページ

エコマの詳細はコチラ

昨年の秋、多摩清掃工場の管理棟玄関ホールでちょっとした奇跡が起きました。十数年もの間、葉ば
かりを茂らせて観葉植物のようになっていたバナナの木が、ついに実をつけたのです。昨年の猛暑で「ここ
は南国だ！」と勘違いしたのかもしれません。この想定外のできごとに、職員一同、大いに盛り上がりまし
た。

さて、暑い夏といえば、昨年の夏大活躍したのがハンディファン。通勤電車でも公園でも、手のひらサイ
ズの扇風機を持ち歩く人を多く見かけました。小さなボディに秘められた力の源は、リチウムイオン電池。
これがあるからこそ、涼しい風を届けてくれるのです。

しかし、この電池の処分には注意が必要です。年末年始の大掃除で「もう使わないから」とごみ袋にポ
イッと入れてしまうと、衝撃などが原因で発火し、全国で多発している火災事故につながる恐れがありま
す。せっかくの便利グッズが火災の原因になってしまっては本末転倒です。

そこでお願いです。

ハンディファンやモバイルバッテリーなど、リチウムイオン電池を内蔵した製品を処分するときは、必ずお
住まいの自治体のルールに従って廃棄するか、リサイクルボックスに入れてください。面倒に思えるかもし
れませんが、火災を防ぎ、安心して暮らすための大切な一手間です。

南国気分を運んでくれたバナナも、涼しい風を届けてくれたハンディファンも、私たちの生活をちょっと楽
しくしてくれる存在です。ハンディファンなどの製品は、使い終わった後の処分まできちんとルールを守っ
て廃棄しましょう。

多摩ニュータウン環境組合多摩清掃工場
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